
2．大渕遺跡出土の土錘について

はじめに

大渕遺跡で出土した土錘は総数318点を数える。その全てを占める管状土錘は従来より

漁網用とされており、河口地帯の低地部に立地する同遺跡の生業及び生活の一端を考える

上で重要な位置にあると思われる。また、県内の古代遺跡でこのようにまとまった童が出

土することは希少な例であるため、若干の統計的な処理をもとに、土錘の分類・製作・使用

状況について考え、今後同様の環境を有する遺跡から出土する土錘の基礎データとしたい。

時期 出土土錘のうち121点については、時期が明らかとなっている。109の1

点のみが竪穴住居SB51より出土しており、弥生時代中期にあたる。ま

た、31点が鎌倉～室町時代の溝・井戸・柵列ピット埋土内より出土してお

り、形態Cの須恵質のもの3点については、中世に下る可能性が考えられ

る。他の形態A及び形態Bについては、中世遺構の土器の出土状態が、90

％以上古代の遺物で占められるという状況があり、中世の土錘についてど

のようなものがあるかははっきりしていないが、形態・胎土からみて混入 郭咽弥生時代の土錘

と考えたほうがよいと思われる。さらに、大渕Ⅲ期に属するものがまったくみられなかっ

たが、これは遺跡の性格の推移を考える上で重要なことと思われ、後述したい。

大渕Ⅰ－1期では17点、Ⅰ－2期48点、Ⅰ―3期8点出土しているが、この中で一括性

が高いものをあげるとすれば、SK41の17点（うち埋土中6点）と若干問題は残るものの

SE28があるのみで、その他は確実性に乏しく、前述したように後掘された遺構に混入し

ている可能性も考えられる。ただし、その形態からみて弥生期のものが多量に入ってきて

いる確率は少ないものと思われる。そのため、数量的な問題もありⅠ期を細かくみること

は意味があまり無く、時間的に幅はあるがⅠ期をまとめて扱い、Ⅱ期と比較してみたい。

まず形態をみると、Ⅰ期の73点のうち形態Aが66点を占め、形態Cが6点、形態Bは1点

のみとなっている。Ⅱ期のもの16点のうち形態Aが10点、形態Bが4点、形態Cが2点あ

り、Ⅰ期に比べてひとつの形態に集中しない傾向があり、特に形態Bがその割合を増して

いるのが目につく。次に重量の問題であるが、Ⅰ期の形態Aの完形品で50．5g～109．0g

の間に33点分布し（1点201．9gのものがある）、うち20点が65g～85gに集中する。一

方、Ⅱ期の形態Aは46．4g～86．6gとⅠ期に比べてやや軽めの分布を示し、ばらつき気味

である。また、形態Bは23．2g～62．4gと軽い領域に落ち着く。形態Cについては、両時

期ともにあまり差はない。
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分類

形態

大渕遺跡の土錘318点は、すべて中心に貫通孔をもつ管状土錘であり、その他の形状の

ものはみられない。しかしその形態にはいくつかの特徴がみられ、その共通性によって3

形態（形態A・B・Cとした）に分類することが可能と思われる。また同形態中において

もさらに細かく形態や端部の状態によって分類することができるようである。

以下に分類の結果を示す。

形態A（第71～74図）

229点。まっすぐな円筒形を特徴とする。大部分が比較的大型のもの（A1）で、ごく少

数きわめて小型のもの（A2）がみられる。すべて土師質で、細かい砂粒を少し含む、淡

褐色～淡橙色の胎土をもつ。

A1：221点。長さ50．2～93．5mm、径27．7～46．6mm、孔径8．4～21．5mm、重量42．5～201．9g

であり、3形態のうちで最も大きい。ほぼ定型的な形をしているが、両端の面（土錘の厚

み）の状態からさらに細分することができると思われる。すなわち、

・端部をヘラ状のもので切ってそのままの面をもつもの41点（「切り」第71図1－32）、

・切った面の角をなでてなめらかにしているもの136点（「ナデ」第72図47～第74図144）、

・端面をもたないもの28点（「無」第74図145～160）の3種類で（不明17点）、ナデの

状態のものが最も多いが、これは他の形態にはみられないもので、形態Aの特徴といえ

るであろう。

A2：7点。長さ27．2～46．4mm、径14．8～22．0mm、孔径4．0～8．1mm、重量5．7～27．8gと小

型でサイズ的には後述のC形態の方に近いが、円簡形のためA形態に組み入れた。大型の

ものとの中間的な大きさのものも1点みられる（第72図46）。端面にはやはり切り（1

点）。ナデ（2点）、無（3点）の3種類ともがみられる（不明1点）。

A1A2とも製作時の指圧痕を顕著に残し、特に調整はなされていないものが大部分を占めて

いるが、A1には、タタキの痕が残っているもの（第71図35～38）、ハケ目の入っているもの（第

71図33、34）、丁寧なナデが行われているもの（第71図39）が、ごく少数例外的にみられる。

第3表　端面処理状況表
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形態B（第75図161－178）

20点。中央部に最大径をもつそろばん珠状の紡錘形を特徴とする。すべて土師質。やや

粗い砂粒を含み、茶褐色～黒褐色の胎土をもつ。焼成は、やや軟～良好。長さ41．3～68．5mm、

径22．3～34．7mm、孔径4．4～12．9mm、重量23．2～67．0g。端面の状態は、「切り」4点（第75図

161～164）「無」15点（第75図167～178）の2種類（不明1点）。Bの「無」の大きめのもの

にはA1の「無」との区別が難しいものもある。指圧痕を残し、特に調整はなされていない。

形態C（第75図179～229）

67点。細長い紡錘形を特徴とする。この形態はバリエーションに富み、丸みの強いもの

（C1）と長細いもの（C2）とに大きく二分されるが、それぞれの中でも細かく分かれている。

C．：58点。細長い紡錘形で、土師質と須恵質（21点）とがある。丸みの強い比較的太め

のもの（須恵質が多い、第75図179～184、189～201）と、それよりもやや細めで小型のも

の（第75図185～188、202～221）とにも分かれるようである。土師質のものは、黄褐色～

茶褐色で、細かい砂粒を含んだり、指圧痕を顕著に残しがちであるが、須恵質のものは、

灰白色で胎土は精良で、概してなめらかにナデてある。長さ41．4～72．0mm、径10．2～24．5

mm、孔径3．3～7．0mm、重量4．9～35．5g。端面は、「切り」20点（第75図179～188）と

「無」29点（第75図189～221）。

C2：9点。やや長めで非常に細いもの。すべて土師質。細かい砂粒を含み、白色、黄褐色、

淡橙色など様々な色をもつ。長さ9．3～63．3mm、径5．9～15．4mm、孔径1．4～5．4mm、重量0．8～

9．8g。端面は「無」がほとんど（8点、第75図223～229）で、「切り」が1点（第75図222）。

みな指圧痕が顕著。

形態による分類は以上の通りで、この形態の差異は、製作法の違いから、あるいは使用

法の違いから生じるものと思われる。

1 Al切リ

2　Alナデ

3　Al無

4　A2切リ

5　A2無

6　B切リ

7　B無
8　Cl切リ

9　Cl無

10Cl切リ

11Cl無
12C2切リ
13C2無

第69国　土鐘分類模式図

－93－



第4表　形態別重量分布表

重量 次に、網を沈めるものとしての土錘にとって最も重要な属性である重量に注目してみ

る。ほぼ完形で重量を考慮できると思われるもの167点で、4．1～201．9gという広がりを

みせるが、120gを超えるようなものはごく少数で、50～80gのものが最も多くみられ

る。第4、5表は、重量分布を形態でも分けて表したもので、これらから形態と特定重量

との結びつきをみることができると思われる。すなわち、形態Aは40～210gの重い部分

を占め、形態Cが30g以下の軽い部分、そして形態Bが20～50gと二者の中間の部分を占

めている。また形態Aは、さらに細かく、A2にあたる5～15g、Aで最も多くみられる

50～80g、その次に多い80～100g、それ以上という分布をみることができるようである。

長さ、孔径と重量の関係は必ずしもはっきりしたものではなく、長いものが重い傾向にあ

るのは確かであるが、短くても厚みがあって重いというものもみられるのである。また端

面の状態と重量の相関関係もはっきりしない。

第70回　製作法のわかる土錘
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製　作　法 土錘の製作法は、土錘自身に残されている製作時の痕跡と思われるものから、おおよ

その方法を推測することができる。

・粘土を棒状のものに巻きつける。この巻いた状態のわかる土錘はしばしばみられ、その

つなぎめにおいて欠損がおきたりひびがはいったりしている（第70図1、2）。

・巻いた粘土を指や手の平で成形する。この時の指圧痕はほとんどの土鐘に残っており、

普通はそれだけしか行わないが、一部のものは、タタキを行っている。

・端面の処理は、面つまり厚みを中心の棒まで握りつぶしてしまえば、分類での「無」の

状態になり、ヘラ状の道具で切ってしまえば「切り」となり、さらに丁寧に切ったもの

の角をナデて面取りすれば「ナデ」になる。この作り方から考えると、おそらく「無」

は短い棒に粘土をつけ1つ1つ作ったと思われる。「切り」と「ナデ」は、長い棒に長

く粘土を巻きつけ作ったとも考えられるが、やはり1つ1つ作って切ったものではない

だろうか。切り口からみて、まだ少し柔らかさの残っている時に切断したと思われる。

・芯の棒を抜く。孔内面にしばしばこの時の痕跡の線が残っており、少し回しながら抜い

たことがわかるものもある（第70図5）。砂粒の動きから、やはりまだ柔らかさの残る

時に行われているようである。抜いたときのはみ出した粘土が、そのまま残っているも

のもあり、中へ戻すように孔内へナデているものもある（第70図3）。また棒を技いた

後、さらに握り直すように形を整えることも行われたようで、孔内に絞ったような線が

残っているものや形のゆがんでしまったものもある（第70図4）。

・しばらく乾燥させた後、焼きあげられた。この時の火の当たり具合で、一部に黒斑の

入ったものがある。

ま　と　め

このように、大渕遺跡出土の土錘の傾向をみてきたが、そこから窺える問題点について

以下に述べてみたい。

弥生時代から古墳時代後期にかけての基本的な変遷と分類については、和田晴吾氏の論

考（1）で明かであるが、その中で量的に発展することで画期となると述べられている古墳

時代後期後葉以降については、各地で不明な点が多い。また、管状土鐘の基本的な分類に

ついては和田氏のa～eという五つの分類に示されているかと思われるが、そこからさら

に細分を行う場合に、主な属性である重量・長さ・幅（周囲径）・孔径・形態・胎土の中

で、どこに重きをおくかによって分類の基準が違ってきており、様々な“タイプ”を生む

原因になっている。その中で特に着眼されるのが、重量・形態・長さの三属性である。こ

れらはおそらく不可分な関係で相互に関連しあっているのであろうが、土錘を製作するう

えで長さが最も比重を占めるとは考えにくく、重量の同じものでも長さにはかなり大きな

ばらつきがみられる。大渕遺跡の資料で例をあげると、256（長さ75．5mm・径33．3mm・孔

径14．1mm・重量76．1g）、283（長さ54．4mm・径35．7mm・孔径14．1mm・重量75．9g）、105
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（長さ76．9mm・径33．5mm・孔径11．7mm・重量78．6g）を比較すると、同孔径で重量が同じ

場合には、長さと径は反比例の関係にあり、孔径が違うが、長さ・径・重量が同じなの

は、器厚を厚くするからである。また別の視点がみると、62（長さ57．1mm・径33．2mm・孔

径15．5mm・重量56．6g）と52（長さ80．0mm・径33．4mm・孔径15．4mm・重量71．1g）では、

同径の原体に同じ厚さで粘土を巻くが、長さが違うために重量に差がでてきている。さら

に、5（長さ80．0mm・径33．4mm・孔径15．4mm・重量71．1g）と215（長さ82．1mm・径41．8

mm・孔径15．4mm・重量140．0g）を比べた場合、同径の原体に同じ長さで粘土を巻くが、

粘土の厚さを変えることにより重量を違えている。つまり、製作のところで述べたが、型

押し成形ではなく粘土を何らかの原体に巻き付けるかもしくは貼り付け、主に指ナデ・押

圧で調整する当時の成形方法では、網の目の大きさを決定する“型”のようなものを使っ

て常に厳密な計測値をもって多量に製作することは難しく、製作者が経験的に認識してい

る“土錘”に似ていればよしとするか、同じ重さで同形態ならば長さ・粘土の厚さ・原体

の太さはそんなには問題ではないというような常識が製作時にあったものと思われる。ま

た、第3表でみるように形態A1の中でも孔径にはバライティがあり、粘土を巻き付ける

原体に統一があったとは考えにくく、漁労網への装着方法からみても縄の太さによって幾

種類も用意されていたとも思えない。このようにみてくると土錘の分類を行う場合、「網

錘たる土錘の役割とは、漁網を水中に沈めたり、あるいは浮子と併用されて、沈降力と浮

力によって漁網を水中に直立させたりする点にある。したがって、重量という要素は、土

錘のもつ属性のなかで、最も重要の要素にはかならない。」という和田氏の指摘（1）が示す

とおり、重量が大きな要素となり、次に伝統的に継承され受け継がれている形態が大きな

比重を占めるであろう。別の見方をすれば、ある魚種の捕獲を目的とした網とそれに装着

する錘を製作しようとする場合、形・重さが製作者の意図とするところになり、粘土を巻

き付ける原体の太細や長さの長短・粘土の量は上記の二つの目的に沿って随時調節されて

いたものと思われる。

今回の分類では、まず第4表のように形態で分け、重量の分布と重ね合わした。この結

果、形態のところで前述したが両要素には関連性があることが窺えた。形態Aの中のA1

では、重量は漸移的に推移し明確な変換点は見いだせず細分はしなかったが、50～80g、

80～100g、100～120g、120g以上と4領域に分けられる可能性がある。また、重量以外

第5表　土鐘計測グラフ
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の属性については、あまり規則性がみられなかったが、端部調整について、ナデを施すも

のが70～90gの範囲にはなく、重いものと軽いものの2つのグループになる傾向がある。

A2については、数が少なく形態Aの中にいれたが、今後別形態になる可能性が高い。形

態Bについては、まとまった形態・重量分布を示し、砂粒を多く含む胎土で暗褐色を呈す

るものがほとんどである。形態Cについては、細長い紡錘形を示すC1とさらに長さが長

くなったC2に分かれる。形態C1はやや重く須恵質のものを含み、形態C2は軽く砂質の

強い胎土を示すという特徴があり、将来的に2つのグループに分かれる可能性がある。以

上のように分類については、さらに細分が可能であるが、そのことにより混乱をひきおこ

すというおそれもあったため、今回は大枠のものだけにとどめ、今後のまとまった資料の

増加を待ちたいと思う。

形態と重量分布が密接な関係にあり、同時に記述したため、やや混乱してしまったきら

いがあるが、両者の関連からグループ分けを行うと下記のようになる。

Aグループ

Bグル―プ

形態A1

形態B

Cグループ－　　　形態C1・形態C2・形態A2

次に、これらの土錘がどのような漁労に使われ、どの種類の魚を捕獲していたかという

問題であるが、これには、一つの網で数十から数百の単位で用いられる錘が遺跡では多く

ても数百の数しか出土しないこと、当時の遺跡環境（特に海や河川がどこにあり、どのよ

うな状況にあったのか）が正確に把握できていないということが大きな障害になってお

り、復元は困難なことである。そのため、現在行われている網漁労の資料を参考に推測し

てみたい。網の種類については、第6表に示したもの（2）が一般的に認められているもの

と思われ、これを基にしたい。農商務省水産局編纂『日本水産捕採誌』（3）と金田禎之『日

本漁具・漁法図説』（4）より錘の重さのわかるものから平均的な値をだし、この重量値を先

はどの土錘の形態分類にあてはめると下記のようになる。

掩網類―11～15g（特に投網）

刺網類―3．8～225g

（20～100gのものが多い）

曵網類―75～1200g

Cグループ

Bグループ
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（地曵網―75．0～112．5g）

（船曵網―1000g前後～数kg） Aグループ

旋網類―75～150g

建網類―75～500g

漁労条件の違いがあるため、一概にこの値を使うことは問題があり、偏差は極めて大き

いと思われるが、およその傾向は示していると考えると、Cグループ（5）については、海

岸部の遺跡・内陸部の遺跡とも出土するが、その占める比率は圧倒的に後者に多い。内陸

部にある古墳時代～平安時代にかけての豊田市梅坪遺跡（6）では、計測された741点のほと

んどがCグループにあたり、河川で使用されていたことがわかる。遺跡付近の河口で行わ

れた掩網（投網か（7））か小型船による簡単な曵網・旋網・刺網が考えられる。Bグルー

プについては類例は少なく、大阪湾周辺・遠江で僅かにみられるのみで、本県では一宮市

清郷遺跡（8）で出土している。河口及び沿岸部で使用された刺網類に用いられたのであろ

うか（9）。次に、最も一般的であるAグループであるが、このグループに属するものは山

間部では出土せず、内陸部でも志貴野遺跡（10）のような大河川の近くの遺跡で使用されて

いるようである。つまり流量の多い河川か海を対象に作られたものと思われ、沿岸部や内

湾で行われる刺網類・曵網類・旋網類（11）・建網類が測定される。

以上、大渕遺跡出土の土錘の分析と推定の域をでない用途について述べてきた。この結

果を遺跡に即して考えると、大渕Ⅰ期にあたる6世紀後半から7世紀にかけては、一定の形

態・重量をもつ土錘をある程度の量必要とするような「計画的な漁労」が行われており、

大渕Ⅱ期にあたる7世紀後半から8世紀前半には、形態Bの本格的な出現にみられる形態

の分化や重量の分化がみられ、漁労の様相が若干変わってきているようである。その後、大

渕Ⅲ期にあたる9世紀前半以降には規模の大きな漁労がおこなわれた様子はみられない。

（宮腰健司・古橋佳子）
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第6表　魚網の種類（注7による）
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第7表土鍾計測表
（遺構番号は旧番のままである。単位は皿血・グ）

番号 調 査 区 遺　　　　　 構 長 さ 径 孔 径 重 量 焼 成 形 態 端 面 調　 整 図版 番号

1 58 T P 4

S E O l

（63．0）

37．5

5．9

（22．3） 土 師 質 A

ナ デ

ユ ビ押 圧

74－12 9

2 58 T P 4 （24．0） （5．4） 土 師 質 C ユ ビ押 圧

3 58 T P 5 6 7．0 16．7 （75．0） 土 師 質 A ユ ビ押 圧

4 58 T P 5 6 6．8 3 4．2 1 5．8 （50．0） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧

5 58 T P 5 8 0．0 3 3．4 1 5．4 7 1．1 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧

6 58 T P 6 7 0．2 3 5．8 1 6．8 8 1．9 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 74－13 0

7 58 T P 6 S E O l 6 3．8 3 9．8 1 5．7 10 4．4 土 師 質 A 切 り エ ビ押 圧 7 1－　 6

8 58 T P 6 S E O l 8 2．0 4 0．7 1 3．7 10 9．0 土 師 質 A ナ デ エ ビ押 圧 74－13 9

9 58 T P 6 S E O l （47．0） 22．2 7．1 （20．6 ） 須 恵 質 C 切 り ナ デ 75－18 0

1 0 58 T P 6 S E O l 7 0．7 3 2．9 1 8．1 6 5．9 土 師質 A 切 り ユ ビ押 圧 7 ト　 7

11 58 T P 6 S E O l 6 3．5 3 5．3 1 6．8 6 2．4 土 師質 A ナデ ユ ビ押 庄 72－　58

1 2 58 T P 6 S E O l 5 4．7 1 9．8 6．4 2 0．1 須 恵 質 C 切 り ナ デ 75－18 1

1 3 58 T P 6 S E O l 5 9．7 3 4．8 1 5．8 6 0．0 土 師質 A 切 り ユ ビ押圧 7 1－　 8

14 58 T P 6 S E O l 5 2．8 3 1．0

3 5．9

1 4．8

1 5．5

（41．7） 土 師質 A ナデ エ ビ押 圧 72 －　47

1 5 58 T P6 S E O l 5 7．3 （43．7） 土 師質 A 切 り ユ ビ押 圧 7 1－　 1

16 5 8T P6 S E O l 6 1．4 8 3．1 土 師質 A 切 り ユ ビ押 圧 71－　 9

17 5 8T P6 S E O l 5 9．9 3 3．0 1 6．5 （41．7） 土 師質 A ナデ ユ ビ押 圧 72－　59

1 8 5 8T P 6 S E O l 6 7．7 3 2．8 1 5．5 6 5．2 土 師質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　60

1 9 5 8T P 6 S E O l 66．9 3 5．3 1 7．0 （62．4） 土 師質 A ナ デ ユ ビ押 圧 71－ 10

2 0 5 8T P 6 S E O l

Ⅳ E 4 0　 S K O 9

（21．5） 9．3 3．7 （ 1．3） 土 師質 C 無 ユ ビ押 圧 75－22 3

2 1 5 8T P 6 （70．0） 33．6 1 5．6 （45．9） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　61

7 5－20 2

7 5－17 9

2 2 5 8 T P 7 7 2．3 3 2．6 1 6．7 6 6．4 土 師 質 A 無 ユ ビ押 圧

23 5 8 T P l O （38．3） 18．3 6．8 （9．8） 土 師 質 C ナ デ

切 り

ユ ビ押 圧

ユ ビ押 圧

24 5 8 T P l O （39．3） 27．3 8．8 （13．6） 土 師 質 B

25 5 8 T P 1 2 7 2．0 2 4．5 6．4 3 5．5 土 師 質 C

26 5 8 T P 1 2 4 6．4 3 2．9 13．2 3 9．9 土 師 質 B 無 ユ ビ押 圧 75－16 5

2 7 5 9 A （62．9） 38．4 16．9 （60．4） 土 師 質 A ナ デ エ ビ押 圧 72－ 62

2 8 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 1 4 （58．7） 35．0 15．3 （48．0） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　63

2 9 5 9 A Ⅳ E 3 p ・q　S K 1 6 7 0．1 3 8．0 18．1 7 2．3 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　64

3 0 5 9 A Ⅳ E 4 n　 S K 19 7 3．0 3 5．0 13．6 8 6．5 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　65

3 1 5 9 A Ⅳ E 4 n　 S K 19 6 7．1 3 0．7 18．6 （48．7） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－ 66

3 2 5 9 A Ⅳ E 4 n　 S K 19 （53．6） 36．0 17．7 （46．2） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－ 67

3 3 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 19 6 1．0 3 4．7 16．8 （56．8） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－ 68

3 4 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 19 （56．8） 37．4 1 6．9 （53．0） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　69

3 5 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 19 7 6．8 3 4．0 1 6．1 （60．7） 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－ 70

36 5 9 A Ⅳ E 4 n　 S K 19 5 4．9 3 6．0 1 5．6 5 0．5 土 師 質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－ 48

37 5 9 A Ⅳ E 4 n　 S K 19 （60．8） 40．1 1 7．6 （57．3） 土 師 質 A 無 ユ ビ押 圧 74－14 5

3 8 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 19 （63．5） 34．0 1 3．4 （44．6） 土 師質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－　71

3 9 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 19 （50．2） 33．3 1 4．1 （36．9 ） 土 師質 A ナ デ ユ ビ押 圧 72－ 49

4 0 5 9 A Ⅳ E 4 0　 S K 19 （49．1） 36．0 1 5．4 （4 0．0 ） 土 師質 A ．無 ユ ビ押 圧 74－14 6

4 1 5 9A Ⅳ E 4 0　 S K 19 （69．2） 36．0 1 5．4 （51．0 ） 土 師質 A ナ デ エ ビ押圧 72－　72

4 2 5 9A Ⅳ E 4 n　 S K 19 （55．4） 32．3 1 4．8 （38．5） 土 師質 A ナ デ ユ ビ押庄 72－　73

4 3 5 9A Ⅳ E 4 m　 S K 19 7 3．3 4 0．0 1 6．0

1 5．5

1 6．7

（75．8） 土 師質 A 無 ユ ビ押圧 74 －14 7

4 4 5 9A Ⅳ E 4 n　 S K 19 6 3．0 3 8．1 （48．4） 土 師質 A ナ デ ユ ビ押圧 7 2－　74

4 5 5 9A Ⅳ E 4 n　 S K 19 6 9．0 3 5．1

3 5．6

（4 2．2） 土 師質 A ナ デ

切 り

エ ビ押 圧 7 2－　75

7 1－ 11

4 6 5 9 A Ⅳ E 4 n　 S K 1 9 （6 0．4 ） （27．7） 土 師質 A エ ビ押 圧

47 5 9 A Ⅳ E 6 n　 S K 2 6 7 1．6 （61．7） 土 師質 A エ ビ押 圧

48 5 9 A Ⅳ E 6 m　 検 出 56．4 15．4 5．4 （ 9．0） 土 師質 C 無 ユ ビ押 圧 7 5－20 3

4 9 5 9 A Ⅳ E 5 h　 検 出 （33．7） 15．0 6．9 （ 5．0） 土 師質 C 無 ユ ビ押 圧 75－22 4

7 4－14 8

7 4－14 9

5 0 5 9 A Ⅳ E 3 p　 検 出 64．8 3 9．8 16．0 9 2．0 土 師質 A ナ デ エ ビ押 圧

5 1 5 9 A Ⅳ E 4 0　 検 出 68．4 3 5．5 13．8 7 2．9 土 師質 A 無 ユ ビ押 圧

52 5 9 A L Ⅳ E 5 0　 検 出 63．0 3 5．6 15．8 （64．2） 土 師 質 A 無 ユ ビ押 圧

5 3 5 9 A L Ⅳ E 2 0　 検 出 65．2 3 6．9 16．3 6 0．3 土 師 質 A 無 エ ビ押 圧

54 5 9 A L Ⅳ E 3 0　 検 出 55．6 3 3．7 14．9 4 7．6 土 師 質 A 無 ユ ビ押 庄

55 5 9 A Ⅳ E 9 m　 検 出 57．6 2 0．9 7．0 2 3．3 須 恵 質 C 切 り ナ デ
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番号 調査区 遺　　　　　 構 長さ ▼ 孔径 ・ 重量 焼成 形態 端面 調　 整 図版番号

56 59 8 検 出 58．8 35．0 16．4 （5 1．2） 土師質 A ナデ ユビ押圧

75－18957 598 検 出 42．9 17．6 6．8 （10．0） 土師質 C 無 ユビ押圧

58 598 Ⅳ E 18 j　S E O2 66．0 34．2

20．5

15．7 65．0 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－76

59 598 Ⅳ E 18 j　S E O2 （2 1．0） 9．4 （6．6） 土師質 B 切 り ナデ 75－161

60 598 検 出 47．8 6．4 15．4 須恵質 C 無 ナデ 75－190

7 1－　 2

61 59 8 検 出 （65．1） 37．1 16．2 （4 1．4） 土師質 A ナデ ユビ押圧

62 598 Ⅳ E 17 1 検出 57．1） 33．2 15．5 56．6 土師質 A 切 り ユビ押圧

63 59B Ⅳ E 17 1 検出 38．7 15．1 6．0 8．4） 土師質 C 無 ナデ 75－191

64 598 Ⅳ E 18k　S K 37 68．5 3 6．0 15．0 75．8 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－　77

65 598 Ⅳ E 18k　S K Ol 67．0 3 6．6

36．1

17．3 75．1 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－　78

66 598 Ⅳ E 18k　S K Ol （54．0） 18．0 （36．2） 土師質 A ナデ ユビ押圧 74－　79

67 598 Ⅳ E 17k　S K Ol中 （52．4） 16．0 （55．9） 土師質 A 切 り ユビ押圧 7 1－12

68 598 Ⅳ E 17k　S K Ol中 78．3 32．7 13．6 69．7 土師質 A ナデ エ ビ押圧 74－13 1

69 598 Ⅳ E 16k　S K 45 （4 5．7） 34．7 15．8 （43．6） 土師質 A ナデ ナデ 75－　80

70 598 Ⅳ E 17k　S K Ol枠 52．2 16．9 3．4 1 1．4 土師質 C 無 ユ ビ押圧 75－204

7 1 59C 検出 71．7 40．7

38．4

19．0

16．2

109．1 土師質 A ナデ

切 り

ユビ押圧 74－140

71－13

7 2 59C 検出 68．5 （5 1．8） 土師質 A ユ ビ押圧

73 59C 検出 71．7 104．8 土師質 A ユ ビ押圧

74 59C V E 3i　 S K 14 4 8．3 30．0 12．5 37．9 土師質 B 無

ナデ

ユビ押圧 75－166

72－　81

75 59C V E 3 i　 S K 21 （51．5） 32．3 13．2 （33．0） 土師質 A ユ ビ押圧

76 59I） V E 9f　 S K ll 71．8 40．0 15．0 103．0 土師質 A ユ ビ押圧

77 59E 南サブ トレ （29．4） 9．4 4．3 （1．4） 土師質 C 無 ユ ビ押圧 75－225

78 59F 表土 56．5 42．9 15．0 102．8 土師質 A 切 り エ ビ押圧 71－　 3

79 59F 検 出 4 0．1 14．5

35．0

4．6

14．9

（6．8） 土師質 C 無

切 り

ユ ビ押圧 75－205

71－25

80 59F 検 出 （26．0） （7．4） 土師質 ？ ユ ビ押圧

81 59G S K O8 7 7．9 95．4 土師質 A ユ ビ押圧

82 59G 検 出 84．1 35．4 15．3 110．9 土師質 A 切 り ユ ビ押圧 71－26

83 59G 検 出 7 6．6 36．2 15．5 （95．4） 土師質 A 切 り パケ・ナデ 71－　33

84 59G 検 出 65．3 34．5 17．5 68．0） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧 73－82

85 59G 検 出 63．8 38．1

22．4

3 1．8

12．9

6．3

12．9

87．2 土師質 A 切 り エ ビ押圧 71－14

75－167

86 59G 検 出 （6 1．0） （30．6） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧

87 59G 検 出 （5 1．0） （30．1） 土師質 A 無 ユビ押圧

88 5 9G 検 出 （39．2） （16．6） 須恵質 C 切 り ナデ

89 5 9G 検 出 （34．3） （14．1） 土師質 A ナデ ユビ押圧

90 5 9G 表土 （50．9） （9．5） 土師質 A ナデ エビ押庄

91 5 9G 検 出 52．6 43．3 土師質 B 無 ユビ押圧

92 6 0A l Ⅱ E 18j　S K 152 93．5 38．6 19．4 112．9 土師質 A ナデ ナデ 71－　39

93 6 0A l Ⅱ E 16K　S K 166 70．8 36．7 17．4 88．1 土師質 A ナデ T 後ナデ 71－　35

94 60A l ⅡE 19 j　S K 167 （77．0） 41．2 17．0 （80．2） 土師質 A 無 ユビ押圧 74－159

95 60A l ⅡE 18 K　S K 173 59．8 36．6

38．3

17．5

12．3

63．7 土師質 A 切 り ユビ押圧 73－　83

96 60A l ⅡE 17 i S K 368 （56．4） （26．0） 土師質 A ナデ T 後ナデ 71－　36

97 60A2 Ⅳ E 2 i　 S E O7 （6 1．5） （73．9） 土師質 A ナデ エビ押圧 73－　84

98 60A2 Ⅳ E 6k　 S K O3 92．9 46．6 16．6

17．0

20 1．9 土 師質 A 無

無

ユビ押圧 74－160

74－150

99 608 1 ⅡE 18 1 S D O2 （68．6） 38．0 （4 4．9） 土師質 A ユ ビ押圧

100 608 1 S D O3下層 64．5 35．4 （58．9） 土師質 A ユ ビ押圧

101 608 1 ⅡE 16 1 S K 7 1 （50．9） 31．0 14．3 （42．3） 土師質 A ナデ エビ押圧 73－　85

102 6082 ⅡE 20m　S K O7 （38．6） （39．6） （17．4） （2 5．7） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－　8 6

103 60C2 Ⅳ E 9 1　 S D O l 74．9 36．6 17．3 8 5．9 土 師質 A 切 り エビ押圧 71－　2 7

104 60C2 Ⅳ E 5H　 S D 13 52．6 18．3 6．7 15．1 須恵質 C 無 ユビ押圧 75－19 3

105 60C2 S E O l 76．9 33．5 11．7 7 8．6 土 師質 A ナデ エビ押圧 74－132

106 60C2 Ⅳ E 4h　 S K Ol上 （72．3） 35．6 18．5 （4 6．8） 土師質 A ナデ

ナデ

ユビ押圧 73－　87

107 60C2 Ⅳ E 2h　 S K 264 （9．3） 5．9 1．4 （0．8） 土師質 C ユビ押圧 75－226

108 60C2 Ⅳ E 7g　 S D 16 （74．2） 38．2 16．9 （87．7） 土師質 A ユ ビ押圧 74－14 1

75－2 10

109 60C3 Ⅳ E 6h　 S B O2 56．3 ． 17．8 5．4 17．3 土 師質 C 無 エビ押圧

110 60D 南壁サブ トレ 46．2 16．8 6．0 10．4 須恵質 C 無 ユビ押圧

111 60D 検 出 82．9 40．3 13．0 162．5 土 師質 A ナデ ユビ押圧 74－142

112 60D 検 出 （38．3） （8．4） 土師質 ユビ押圧 ’
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番号 調査区 遺　　　　　 構 長さ 径 孔径 重量 焼成 形態 端面 調　 整 図版番号

113

114

115

60D

60D

60D

検出

検出

検出

（60．8）

59．4

36．1 12．7

（16．2）

（47．6）

土師質

土師質

A

A

無

切 り

無

エ ビ押圧

ユ ビ押圧

74－15 1

116 60D Ⅳ E 9e　 S D O l上 （44．3） （12．7） 土師質 A ユ ビ押圧

117 60D Ⅳ E 9c　 S D O l上 78．2 （54．8） 土師質 A ユ ビ押庄

118 60D Ⅳ E 9c　 S D O l上 57．1 15．3 4．5 （9．8） 土師質 C 無 ユ ビ押圧 75－206

119 60D S D Ol上層 40．3 11．4 4．2 4．9 土 師質 C 無 エ ビ押圧 75－207

120 60D Ⅳ E 9e　 S D Ol上 52．3 31．5 9．3 3 9．5 土 師質 B 無 ユ ビ押圧 75－168

121 60D ⅣE lO e　S D Ol下 56．1 20．6

32．0

4．9 2 5．3 須 恵質 C 切 り ヘラ削り 75－183

122 6 0D Ⅳ E lOe　S D Ol下 （5 1．8） 14．3 （19．2） 土師質 A 無 エ ビ押圧 74－152

123 60D Ⅳ E 9e　 S D Ol下 78．6 12．6 6 9．5 土 師質 A ナデ ユ ビ押圧 74－133

124 60D Ⅳ E 6c　 S D O2 69．0 31．5 14．8 6 8．4 土 師質 A ナデ エ ビ押圧 73－　88

125 60D Ⅳ E 5d　 S D O2上 78．7 32．3

11．6

17．8 （5 0．1） 土師質 A 切 り パケ 71－　34

126 60D S K O5 （21．5） 4．2

3．9

（2．9） 土師質 C 無

無

ナデ

ユ ビ押圧 75－208

75－209

127 60D S K O7 （35．4） （13．1） 土師質 A ユ ビ押圧

1ゼ8 60D S K O7 （25．2） （6．0） 土師質 A ユ ビ押圧

129 60D P 13柱痕 38．4 5．1 土 師質 C ユ ビ押圧

130 60D P 20掘 り方 67．3 35．3 9．7 10 1．5 土 師質 A ユ ビ押圧 73－　89

75－169

13 1 60D P 20掘 り方 71．0 35．0 11．8 94．3 土 師質 A 切 り エビ押圧

132 60D 表土 62．0 33．0 10．6 （45．1） 土師質 B 無 ユビ押圧

133 60D 表土 44．5 17．0 5．8 （12．0） 土師質 C 無 エビ押圧 75●195

134 60E Ⅳ D 14 b 検出 （32．2） 13．4

26．0

4．0

6．3

（4．9） 須恵質 C 無 エビ押圧 75－211

75－170

135 60E Ⅳ D 16a 検出 （60．7） （27．3） 土師質 A ナデ エビ押圧

136 60E Ⅳ D 16b 検出 （54．4） （26．6） 土師質 C 切 り ユビ押圧

137 60E Ⅳ D 16h 検出 （35．6） 17．9

32．3

3．8

12．5

（6．2） 土師質 C 無 ユビ押圧

138 60E Ⅳ D 16h 検出 （37．1） （10．8） 土師質 A 切 り ユビ押圧

139 60E Ⅳ D 17a 検出 （47．2） （14．2） 土師質 A ナデ ユビ押圧

140 60E Ⅳ D 15b．C 検出 58．9 9．8 67．0 土 師質 B 無 ユビ押圧

141 60E S E O3上層 69．4 30．9 10．5 60．8 土 師質 A ナデ ユビ押圧 73－　99

142 60E S D Ol上 57．1 9．3 2．6 4．1 土師質 C 無 ユビ押圧 75－227

143 60E S D Ol上 61．6 25．9 7．8 （3 1．9） 土師質 B 無 エビ押圧 75－17 1

144 60fi S D Ol上 67．2 32．5 13．7 82．9 土師質 A 切 り ユビ押圧 71－　29

145 60E Ⅳ D 15h　S D Ol 76．2 37．0 13．6 （80．8） 土師質 A ナデ エビ押圧 73－　9 0

146 60E S D Ol下層 57．5 37．4 13．7 （62．3） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－　9 2

147 60E S D Ol下層 7 2．3 33．1 15．3 59．0 土師質 A 無 ユビ押庄 74－15 3

148 60E SDO2サブ トレ内 65．7 32．8 12．7 70．3 土師質 A ナデ エビ押圧 7 3－　9 3

149 60E SDO2サブ トレ内 70．0 34．6 16．6 77．7 土師質 A ナデ ユビ押圧 74－134

150 60E S D O2 69．6 37．8 18．2 87．1 土師質 A ナデ ユビ押圧 7 4－13 5

151 60E SDO2サブ トレ内 7 1．9 4 1．0 2 1．5 96．3 土師質 A ナデ エビ押圧 74－136

152 60E S D O2下層 6 6．9 35．4 17．0 73．7 土師質 A ナデ エビ押圧 7 3－　94

153 60E S D O3 6 8．7 40．4 19．4 86．6 土師質 A ナデ ユビ押圧 7 3－　95

154 60E ⅣD 19t　S D O3 62．7 36．3 16．0 59．4 土師質 A ナデ ユビ押圧 7 3－　96

155 6 0E S D O3上層 （55．8） 33．2

35．6

16二1 （41．4） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－　97

156 60E 17a　S K 48 5・0．8 11．6 （34．7） 土師質 A 切 り エビ押圧 7 1－　4

157 60E S X O I C 群 58．3 14．7 68．7 土師質 A ナデ エビ押圧 73－100

158 60 E S X O I C 群 62．0 35．1 16．2 63．6 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－10 1

159 60E S X O I C 群 57．9 33．0 14．7 58．4 土師質 A ナデ エビ押圧 73－102

160 60E S X O I C 群 64．3 34．7 15．1 68．3 土師質 A 無 ユビ押圧 74－154

16 1 60E S X O I D 群 67．0 33．7 14．8 71．8 土 師質 A ナデ ユ ビ押圧 73－103

75－228

16 2 60E Ⅳ E 17a 検出 65．4 35．2 12．5 85．0 土 師質 A ナデ エ ビ押圧

16 3 60E Ⅳ E 17a 検出 61．7 9．7 2．4 5．0 土 師質 C 無 エ ビ押庄

164 60E Ⅳ E 17a 検出 63．3 11．2 2．4 7．5 土 師質 C 無 ユ ビ押圧 75－229

75－196

165 60E Ⅳ E 18 t 検出 56．5 30．3 15．2 44．4 土 師質 A ナデ ユ ビ押圧

166 60E Ⅳ E 18a 検出 65．3 31．2 12．7 57．5 土 師質 A ナデ ユ ビ押圧

167 60E Ⅳ E 18a 検出 58．8 38．2 16．5 75．0 土 師質 A ナデ ユ ビ押圧

168 60E Ⅳ E 19b 検出 50．5 19．2 5．7 17．2 土 師質 C 無 エ ビ押圧

169 60だ 表土 63．5 35．1 13．1 75．0 土 師質 A ナデ エ ビ押圧
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170 60F Ⅳ E 14 j　S D lO 68．7 29．7 10．7 （57．0） 土師質 A ナデ

切り

ユビ押圧 7 3－105

171 60F S E Ol 51．2 12．9 5．3 （14．0） 須恵質 C ナデ？ 7 5－2 12

172 60F Ⅳ E 16h　S D Ol下 59．0 2 1．4 5．0 28．3 須恵質 C ユ ビ押圧 75－184

173 60F Ⅳ E 16h　S D Ol下 7 1．2 36．0 19．6 101．1 土 師質 A 切 り T 後ナデ 711 37

174 60F Ⅳ E 14d　S K 25 6 7．5 36．8 14．5 81．0 土 師質 A ナデ ユビ押圧 73－106

17 5 60F Ⅳ E 14d　S K 27 70．2 33．3 14．9 64．7 土 師質 A 無 ユビ押圧 74－156

176 60F Ⅳ E 14d　S K 28 （30．8） （39．0） 13．1 （35．1） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－107

177 60F Ⅳ E 13．4f　S K 4 5 45．5 13．7 4．6 8．9 土 師質 C 切 り エビ押圧 75－18 5

178 60F S K 83 74．7 38．7 14．4 123．3 土 師質 A 無 ユビ押圧 74－157

179 60F P 16 （6 1．7） 27．1

35．0

13．3

15．0

（36．2） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－108′

180 60F P 325 （5 1．2） （17．4） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－10 9

18 1 60F P 704 6 1．0 66．8 土 師質 A ナデ ユビ押圧 7 2－　5 3

182 60F 検 出 65．4 32．1 17．7 62．0 土 師質 A ナデ ユビ押圧 73－110

183 60F 検 出 53．1 19．2 5．4 16．1 土 師質 C 切 り ユビ押圧 75－186

72－　46

7 1－　5

7 5－213

184 6 0F 検 出 75．9 39．5 15．8 110．6 土 師質 A 無 ユビ押圧

185 6 0F Ⅳ D 14 d 検 出 46．4 22．0 8．1 27．8 土 師質 A ナデ ユビ押圧

186 60F ⅣD 16 g 検 出 （49．4） 33．1 12．9 （36．2） 土師質 A ナデ エビ押圧

187 60F ⅣD 16h 検 出 56．1 35．6 13．0 69．0 土 師質 A 切 り ユビ押庄

188 60F ⅣD 17g 検 出 50．4 21．7 6．7 20．0 須 恵質 C 切 り ユビ押圧

189 60F ⅣD 17g 検 出 50．0 19．0 5．8 15．8 須恵質 C 無 ユビ押圧

190 60F Ⅳ D 17g 検 出 68．6 33．8 16．8 55．8 土 師質 A ナデ ユビ押圧 7 3－111

7 3－112

71－　38

191 60F Ⅳ D 18g 検 出 39．9 19．4 4．5 （15．6） 土師質 C 無 ユビ押圧

192 60F Ⅳ D 14 d 検 出 6 1．3 35．9 15．8 7 9．7 土 師質 A ナデ ユビ押圧

193 60F Ⅳ D 14 e 検 出 65．7 35．1 16．1 （60．3） 土師質 A ナデ ユビ押圧

194 60F Ⅳ D 14 f 検 出 （46．1） 37．7 17．4 （54．0） 土師質 A 切 り T 後ナデ

195 60F ⅣD 17 C 検 出 （3 1．7） 19．4 4．0 （7．6） 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－4 1

196 60F ⅣD 17d 検 出 38．2 16．3 5．0 9．7 土 師質 A 無 ユビ押圧 72－198

7ト　2 8

7 3－113

197 60F ⅣD 18f 検 出 50．5 18．3 5．7 12．7 須恵質 C 切 り ユビ押圧

198 60F Ⅳ D 19e 検 出 75．4 41．3 14．9 118．5 土 師質 A 無

切り

ナデ

ユビ押圧

199 60F 表土 （88．2） （35．1） （13．2） （58．3） 土師質 A ユ ビ押圧

200 60F 表土 （42．2） 35．0 14．2 （4 2．4） 土師質 A ユ ビ押圧

201 60F 表土 （36．7） 34．6 15．9 （3 1．1） 土師質 A ユ ビ押圧

202 60F 表土 66．5 35．1 15．9 8 1．3 土 師質 A エ ビ押圧

203 60F 表土 （44．6） 14．8 5．3 （8．6） 土師質 C 無 ユビ押圧 7 5－214

7 5－215

204 60F 表土 57．8 19．5 6．0 18．9 須恵質 C 切 り ユビ押圧

205 60F 表土 49．8 15．9 5．6 10．3 土師質 C 無 エビ押庄

206 60F 表土 52．0 20．8

32．4

6．0

14．3

20．4 須恵質 C 無 ユビ押圧 7 5－199

73－114

74－143

7 1－15

207 60F 表土 （57．5） （3 0．4） 土師質 A ナデ ユビ押圧

208 60F 表土 （57．1） （18．5） 土師質 A ナデ エビ押圧

209 60F 表土 （29．9） （3．6） 土師質 C 無

ナデ

ユビ押圧

210 60F 表土 （39．7） （17．4） 土師質 A ユ ビ押圧

211 60F 表土 （62．0） 16．8 （38．7） 土師質 A ユ ビ押圧

212 60F 表土 69．7 13．9 （80．0） 土師質 A ナデ ユビ押圧

213 60G V D lr　検 出 （54．3） 41．4 16．1 （82．8） 土師質 A 無 ユビ押圧

214 60G V D 3 t　検 出 61．9 34．7 15．2 62．5 土師質 A ナデ ユビ押圧

215 60G V D 2a　 検 出 82．1 41．8

37．2

15．4

14．8

140．0 土師質 A ナデ

切り

ユビ押圧

216 60G 表土 （46．0） （15．8） 土師質 A ユ ビ押圧

217 60G V D lt　 S D Ol 64．5 （69．4） 土師質 A ユ ビ押圧

218 60G V D 4 s　 S D O5下 41．9 17．1 4．・2 13．5 須恵質 C 切 り ユビ押圧 75－187

72－42

219 60G V D 4q　 検 出 68．5 23．3 7．1 28．2 土師質 A 無 ユビ押圧

220 60G V D 3 r　検 出 （27．2） 14．8 4．6 （5．7） 土師質 A 無 エビ押圧

221 60G 表土 59．8 35．8 15．9 72．1 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－　54

222 6 0G 表土 74．1 33．2 16．1 82．6 土師質 A ．切り ユビ押圧 7 1－　30

74－158

223 60G 表土 83．9 34．9 13．3 92．1 土師質 A 無 ユビ押圧

224 6 0G 表土 （68．4） 33．6 14．6 （58．1） 土師質 A ナデ エビ押圧

225 60 I S K O3 （60．5） 47．1 17．6 （103．3） 土師質 A 無 エビ押圧

226 6 0I 南壁 トレンチ 59．2 25．1 9・l l 29・6 土師質 B 無 ユ ビ押圧 75－172
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227 60I

V D 8r検 出

（54．2） 32．6 14．3 （48．5） 土師質 A ナデ ユビ押圧

7 1－ 18228 60I 64．7 36．0 16．0 80．9 土師質 A 切 り ユビ押圧

229 60I 56．0 34．7 ‘11．7 54．1 土師質 B 無 ユビ押圧 75－173

230 60I 59．7 34．5 15．9 65．0 土師質 A 切 り ユビ押圧 7 11 19

231 60I 表土 （53．9） 20．6 8．6 （19．9） 土師質 C 無 ユビ押圧 7 5－20 1

232 60J V E　 S D Ol 5 1．6 25．8 9．9 29．6 土 師質 B 無 ユビ押圧 7 5－174

233 60J S D ll 63．8 38．4 12．9 94．1 土 師質 A ナデ エビ押圧 7 3－125

234 60J S D 17 （32．2） 15．5 3．5 （6．7） 土師質 C 無 ユビ押圧 7 5－2 19

235 60J S D 19 55．1 33．6

16．1

19．5

5．3

68．7 土 師質 A 切 り

無

ユビ押圧 7 1－　20

7 5－220

236 60J S K O8上層 （30．2） （10．3） 土師質 A ユ ビ押圧

237 60J S K 26 （32．9） （8．5） 土師質 C ユ ビ押圧

238 60J S K 36 （42．8） 32．3 11．1 （45．0） 土師質 A ナデ ユビ押圧 7 3－126

239 60J S K 4 5 69．3 33．6

34．1

14．4

15．6

65．8 土 師質 A ナデ ユビ押圧 7 3－127

73－128

240 60J S K 51 55．3 （25．2） 土師質 A ナデ ユビ押圧

241 60J V E 6C　検 出 69．5 64．9 土師質 A ナデ ユビ押圧

242 60J V E lOd 検出 53．8 29．9 10．2 42．4 土師質 B 無 ユビ押圧 7 5－175

243 60J 西 トレンチ 4 1．3 28．7

13．9

11．5

3．3

31．1 土師質 B 無 ユビ押圧 7 5－176

75－2 18

71－　21

244 60J 検出 （49．1） （25．3） 土師質 A ナデ ユビ押圧

245 60J 検出 4 6．6 7．3 土師質 C 無 エビ押圧

246 60J 検出 （59．3） 36．8 14．8 （62．5） 土師質 A ナデ エビ押庄

247 60J 表土 58．9 34．0 14．6 （53．7） 土師質 A 切 り エビ押圧

248 60J 表土 56．8 32．0 15．9 61．0 土師質 A 切 り ユビ押圧 71－22

75－221

249 60J 検出 （61．9） 34．0 18．1 （58．8） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧

250 60J 検出 53．2 18．2 6．3 15．0 須恵質 C 切 り ユ ビ押圧

251 60K 検出 64．3 33．7 11．9 72．0 土師質 A 切 り ユ ビ押圧

252 60K V D 13q　S D Ol 65．9 29．8 9．0 62．4 土師質 B 切 り ユ ビ押圧 75－162

253 60K V D l r　S D Ol （41．2） （20．5） 4．3 （12．1） 土師質 C 切 り ユ ビ押圧 75－188

75－163

254 60K V D 14q　S K 56 45．3 16．0 5．2 9．6 土師質 C 無 ユ ビ押圧

255 60K Ⅱ期直上 46．1 25．1 10．6 （19．6） 土師質 B 切 り ユ ビ押圧

256 60K VD12r 北壁 トレンチ 75．5 33．3 14．1 76．1 土師質 A ナデ エ ビ押圧 74－138

257 60K VD12q 北壁 トレンチ 60．0 34．0 14．6 70．2 土師質 A 切 り ユ ビ押圧 71－　23

258 60K 表土 65．8 37．6 17．8 90．0 土師質 A 切 り ユ ビ押圧 71－　24

259 60K V D 15s　S K 16 64．4 3 0．5 11．0 62．4 土師質 B 切 り ユビ押圧 75－164

260 60L V D 13a　S D O4埋土 48．7 2 9．4 11．3 36．4 土師質 B 無

切 り

ユビ押圧 75－177

75－178

26 1 60L V E 16C 検出 （48．8） 2 0．6

2 6．2

6．0

8．2

（18．1） 須恵質 C エ ビ押圧

262 60L 検出 （38．4） （8．6） 土師質 C ユ ビ押圧

263 60L V E 12 ・13C 検出 50．7 29．9 土師質 B 無 ユ ビ押圧

264 60E Ⅳ E 14b　S D Ol （49．3） 3 7．3 15．3 （5 1．7） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧 73－　91

265 60E S D O4上層 57．3 31．9 13．5 57．6 土師質 A ナデ ユ ビ押圧 73－　98

266 60E S D O4 55．5 22．3 4．7 23．2 土師質 C 無 ユビ押圧 75－194

267 60H S D Ol下層 （49．8） 35．4 15．9 （26．9） 土師質 A ナデ エビ押圧 73－115

26 8 60H S D Ol 66．3 35．6 16．0 （65．3） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－116

26 9 60H S D ll 70．4 34．2 14．1 （5 1．4） 土師質 A 切 り ユビ押圧 71－16

27 0 60H S D 30 1 60．3 3 1．4 14．5 5 1．7 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－　55

271 60H S D 30 1 40．2 16．1 4．4 11．7 土師質 A 切 り ユビ押圧 72－　40

272 60H S D 305 70．3 34．6 15．0 62．4 土師質 A 切 り ユビ押圧 71－17

273 60H V D 2c SE303下面 63．5 30．8 11．8 59．5 土師質 A ナデ ユビ押圧 72－56

274 60H V E lf　 S E 30 1 （45．3） 33．1 13．1 （28．5） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－117

275 60H V E 3b　 S K 13 60．5 30．4 13．0 46．4 土師質 A ナデ ユビ押庄 72－　57

276 6 0H V E 3b　 S K 13 （66．2） 37．4 16．1 （75．3） 土師質 A ナデ ユビ押圧 73－118

277 6 0H V E 3b　 S K 13 50．2 （34．3） 16．6 48．3 土師質 A ナデ エビ押圧 72－　50

278 6 0H S K 30 1 67．9 37．5

37．9

19．9

13．2

86．1 土師質 A 切 り ユビ押圧 71－31

73－119

279 6 0H S K 30 1 （38．6） （11．4） 土師質 A 切 り

ナデ

ユビ押圧

280 60H S K 30 1 （59．5） （37．2） 土師質 A エ ビ押圧

281 60H V D 2c SE3 03下面 67．6 35．7 15．2 （67．3） 土師質 A ユ ビ押圧

282 60H S K 30 5 62．8 35．0 17．5 72．7 土 師質 A ナデ ユビ押圧 73－120

283 60H V E 4e　 S K 306 54．4 35．7 14．1 7 5．9 土 師質 A ナデ ユビ押圧 72－　51
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番号 調査区 遺　　　　　 構 長さ 径 孔径’ 重量 焼成 形態 端面 調　 整 図版番号

284 60H V E 4e　 S K 320 69．4 35．5 14．4 83．2 土師質 A ナデ ユビ押圧 74－137

285 60H V E 4e　 S K 320 76．8 42．1 14．7 149．4 土師質 A ナデ ユビ押圧 74－144

286 60H V D 3d　 P 387 43．5 14．5 3．5 7．7 土師質 C 無 ユビ押圧 75－216

28 7 60H V E 4d　 P 400 （48．4） 32．1 15．2 （41．5） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧 74－121

288 60H V E 4d　 P 448 67．4 35．0 14．8 74．3 土師質 A ナデ ユ ビ押圧 74－122

72－44

289 60H 検出 （68．6） 38．0 16．4 （70．1） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧

290 60H 検出 72．8 34．0 16．3 66．6 土師質 A 無 ユ ビ押圧

29 1 60H 検出 58．0 33．6 14．4 （60．6） 土師質 A ナデ ユ ビ押圧

292 60H Ⅳ E 3e　 検出 61．4 34．9 16．3 51．9 土師質 A ナデ

無

切り

ユ ビ押圧

293 60H V E la　 検出 39．3 16．0 4．7 9．4 土師質 A ユ ビ押圧

294 60H V E 4C　 検出 35．3 16．6 5．6 7．5 土師質 A ユ ビ押圧 72－　45

75－217

71－　32

75－200

295 60H 2e　検 出 （75．2） （37．9） （13．4） （50．9） 土師質 A ユ ビ押圧

296 60H 2e　検 出 4 1．4 16．3 5．6 13．9 須恵質 C ユ ビ押圧

297 60H V E 4 C　検 出 （54．5） 37．8

（37．2）

14．0

（13．8）

（65．2） 土師質 A ナデ

無

エビ押圧

298 60H 3t　検 出 （5 1．2） （22．0） 土師質 A ユ ビ押圧

299 60H 3e　検 出 （34．1） （18．6） 土師質 A エ ビ押圧

300 60H 3e　検 出 4 1．4 13．9 3．7 7．4 土師質 C ユ ビ押圧

301 60H 4 t　検 出 52．6 36．4 15．3 62．8 土師質 A ナデ ユビ押圧

302 60H 検 出 66．7 33．2 12．8 （40．9） 土師質 A ナデ ユビ押圧

303 60H 検 出 73．8 40．0 15．5 117．6 土 師質 A 切 り ユビ押圧

304 60H 表土 43．8 17．4 4．3 12．1 土 師套 C 切 り ユビ押圧

305 60H 表土 （40．5） 19．1 5．7 （13．4） 土師質 C 無 ユビ押圧

306 60H 表土 52．1 10；2 2．2 5．0 須恵質 C 切 り ユビ押圧 75－222

307 60H 表土 66．6 32．6

35．8

14．7

15．1

62．4 土師質 A ナデ

ナデ

ユビ押圧 74－123

74－124

74－155

308 60H 表土 （45．9） （18．3） 土師質 B ユ ビ押圧

309 60H 表土 66．7 73．7 土師質 C ユ ビ押圧

310 60H 表土 57．4 27．7

34．1

10．1

14．8

42．5 土 師質 C 無

無

ユビ押圧

311 60H 表土 （37．9） （9．9） 土師質 B ユ ビ押圧

312 60E S X O I C 群 63．6 57．0 土 師質 A ユ ビ押圧

313 60E S X O I C 群 64．5 33．7 13．4 66．7 土 師質 A ナデ エビ押圧 73－104

314 60A l ⅡE 18k　S D O3 56．5 29．3 8．4 48．9 土 師質 A ナデ

切り

ユビ押圧 72－52

315 60A2 Ⅳ E 3 j　 S D O4 （36．5） 19．8 8．3 （13．1） 土師質 C ユ ビ押圧 75－192

316 6082 Ⅳ E 4m　 S E O l 56．8 22．3 4．4 27．9 須恵質 C エ ビ押圧 75－182

75－197

317 6082 Ⅳ E 4m　 S E O l （48．7） （23．2） 5．6 （16．3） 土師質 B 切 り ユビ押圧

318 60F S E O3 46．3 17．9 4．9 16．4 土 師質 C ユ ビ押圧
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